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明
高
だ
よ
り

美
術
科
校
外
鑑
賞
会

冬
休
み
前
の
美
術
科
行
事
と
し
て

１
・
２
年
生
は
岡
山
県
倉
敷
市
に
あ

る
大
原
美
術
館
で
の
校
外
鑑
賞
会
、

３
年
生
は
大
学
入
試
で
の
実
技
試
験

を
見
据
え
て
実
技
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

倉
敷
美
観
地
区
の
一
角
を
な
す
大

原
美
術
館
は
日
本
初
の
私
立
西
洋
美

術
館
で
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
作
『
睡

蓮
』
や
エ
ル
・
グ
レ
コ
作
『
受
胎
告

知
』
他
、
有
名
な
名
画
が
多
数
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
か
け
て
鑑
賞

し
た
生
徒
は
古

代
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
神
殿
の

よ
う
な
外
観
に

も
足
を
止
め
て

見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
一
方
、

３
年
生
は
与
え

ら
れ
た
課
題
と

向
き
合
い
、
作

品
の
制
作
に
一

生
懸
命
取
り
組

み
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

向
上
講
演
会

官
庁
や
大
手
企
業
等
の
人
材
育
成

も
担
当
し
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
取
り
入

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
て
普
及
活
動
に
取
り

組
む
馬
場
啓
介
氏
を
講
師
に
招
き
、

人
間
関
係
構
築
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
心
の
お
も
り
を
軽
く

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で

は
、
脳
科
学
や

心
理
学
の
視
点

も
取
り
入
れ
、

①
自
分
を
客
観

的
に
見
る
メ
タ

認
知
能
力
を
高

め
る
こ
と
、
②
自
分
を
孤
独
か
ら
救

い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
え
る
「
天
使
の

口
癖
」
の
重
要
性
、
③
思
い
つ
き
や

決
め
つ
け
が
人
間
関
係
を
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
、
④
自

分
の
言
葉
は
自

分
に
跳
ね
返
っ

て
自
分
を
苦
し

め
る
こ
と
等
、

様
々
な
視
点
か

ら
生
徒
や
教
員

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
講
演
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
入
試
説
明
会

本
校
で
は
、
①
自
己
の
適
性
を
踏

ま
え
て
将
来
の
職
業
を
考
え
る
、
②

職
業
に
就
く
た
め
の
学
部
・
学
科
を

考
え
る
、
③
志

望
す
る
学
部
・

学
科
の
あ
る
大

学
を
考
え
る
、

と
い
う
３
ス
テ

ッ
プ
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
進
路

実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
受
験
勉
強

を
開
始
す
る
２
年
生
の
冬
休
み
を
前

に
、
③
の
大
学
入
試
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
校
生
が
多

数
進
学
す
る
20

以
上
の
大
学
を

中
心
に
入
試
担

当
者
か
ら
詳
細

な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
立
大
か
ら
は
各
学
部
毎
に
学

び
の
特
色
や
魅
力
、
国
公
立
大
学
の

利
点
や
受
験
対
策
、
同
志
社
大
や
関

西
学
院
大
か
ら
は
各
学
部
学
科
の
特

色
や
魅
力
、
受
験
方
式
、
過
去
問
題

の
情
報
、
傾
向
と
対
策
、
美
術
系
の

多
摩
美
大
か
ら
は
受
験
科
目
と
必
要

と
さ
れ
る
専
門
的
な
技
能
、
就
職
・

公
務
員
志
望
者
に
は
試
験
内
容
と
面

接
対
策
等
の
内
容
で
し
た
。

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

本
校
で
は
、
地
域
貢
献
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
、
本
校
生
が
先
生
と

な
っ
て
小
学
生
に
学
習
指
導
や
部
活

動
指
導
を
行
う
明
高
小
学
生
教
室
等

の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
学
校
内
外
の
清
掃
奉
仕
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
主
参
加
し

た
約

名
の
生

200

徒
達
が
、
資
料

館
＝
同
窓
会
館

周
辺
や
校
内
に

数
々
あ
る
楠
や

紅
葉
の
落
ち
葉

通
学
路
の
ゴ
ミ

等
を
汗
を
拭
い

な
が
ら
一
生
懸

命
拾
い
集
め
ま

し
た
。
地
域
の

多
く
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明石高校ホームページ

[ 明石高校]で検索

https://dmzcms.hyogo-c.ed.jp/akas
hi-hs/NC3/

活動の内容は兵庫県立明石高

等学校ホームページでご覧に

京
都
大
学
連
携
事
業

ひ
ょ
う
ご
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校

が
連
携
し
て
い
る
京
都
大
学
に
よ
る

出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
学
で
の
先

端
研
究
に
触
れ

る
こ
と
で
、
生

徒
達
の
学
問
研

究
へ
の
興
味
関

心
を
喚
起
し
、

大
学
で
の
研
究
活
動
へ
の
基
盤
を
構

築
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。
同

大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究

科
の
武
藤
幹
弥
氏
か
ら
「
人
工
太
陽

が
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
解
決
す

る
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
人
工

太
陽
と
、
そ
れ

が
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
と
課
題
等

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
終
了

後
は
１
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
理
数

探
究
類
型
の
生
徒
達
が
積
極
的
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。


